
紗

．

ａ

恕
吟弗

ｂ
、

旬

や

出

色
．
知

日

肋ｈＷ
卑
一
口
中

晩

、軽制
、
Ｌ

Ｃ
Ｇ 即:.:､篇 .31_"",鋪哩峰･ ､〃
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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう ‘ ・

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましょうル

１
‐
１
．
１

々

覇
勺
８
－
で
Ⅱ
４
岨発行と編集謡牒閉蠕(獣灘鬮印刷 藤枝印刷所

ワ
人
１
団
体
に

訊
，
』
、
ゞ
．
圭

一
第
５
回
市
民
表
彰
式
が
、
ｎ
月
型
日
市
長
室
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
一
《

一
一
‐
こ
の
市
民
表
彰
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
各
分
野
で
活
躍
さ
↑ヴ
Ｐ

二
《
れ
て
い
る
人
変
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
、
表
彰
４
人
、
ほ
う
賞
３
人
一

罐
１
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
罐

晴
か
の
ｰ

§
舞

勤掛

§

蕊
鰯

前列左から渡部さん、城戸さん、棚谷議長、鈴木市長、渡辺さん、井上さん
後列左から清原教育長大部副議長、助け合いグループ｡代表、佐川さん、
村田収入役f.L!下山田助役、 （円内）左から松本さん、箕川さん

渡
辺
吉
備
太
郎
さ
ん
（
帥
）

本
町
３
の
幻
（
農
業
）

消
防
団
員
と
し
て
弱
年
間
、
市
民
の

生
命
と
財
産
を
保
護
す
る
消
防
人
と
し

て
活
曜
さ
れ
た
。

ま
た
、
農
林
業
の
振
興
に
積
極
的
に

恥
り
組
み
、
農
業
用
水
の
確
保
を
は
か

る
た
め
宮
後
溜
池
の
建
設
に
貢
献
さ
れ

た
。

箕
川
勝
さ
ん
（
布
）
／
〆

東
本
町
３
の
門
霊
（
無
職
）

昭
和
調
年
納
税
貯
蓄
組
合
結
成
を
地

域
納
税
者
に
呼
び
か
け
、
肥
前
山
５
納

税
貯
蓄
組
合
長
に
推
さ
れ
、
以
来
型
年

間
組
合
員
の
指
導
、
運
営
に
努
力
さ
れ

自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

城
戸
ち
よ
さ
ん
（
江
）
．

大
和
町
２
の
齢
（
和
裁
教
授
）
，

昭
和
８
年
に
和
裁
塾
を
開
設
し
、
以

来
蛇
年
間
に
わ
た
り
和
裁
の
指
導
に
あ

た
り
、
女
子
の
教
育
に
努
め
、
現
在
ま

で
に
約
１
，
０
０
０
人
の
生
徒
を
送
り

出
し
て
い
る
。

井
上
辰
之
介
さ
ん
（
、
）

１高
浜
町
２
の
１
３
４
（
無
職
）
｜

昭
和
妬
年
４
月
か
ら
交
通
事
故
防
止

の
た
め
、
毎
日
休
む
こ
と
な
く
高
萩
中

学
校
東
側
十
字
路
に
お
い
て
、
幼
稚
園

児
、
小
学
生
、
中
学
生
な
ど
の
交
通
安

全
指
導
に
従
事
し
、
献
身
的
な
奉
仕
活

動
は
地
域
住
民
か
ら
深
く
感
謝
さ
れ
て

い
る
。 1 画

会
福
祉
の
た
め
寄
附
し
て
い

佐
川
勝
一
さ
ん
（
帥
）

上
君
田
１
３
９
０
（
農
業
）

消
防
団
員
と
し
て
、
弱
年
間
に
わ
た

り
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護
す
る

消
防
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
廻
年
６
ヵ
月
に
わ
た
り
第

灯
分
団
の
分
団
長
と
し
て
団
員
を
指
揮

統
率
し
、
市
消
防
行
政
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
。

松
本
基
さ
ん
（
妬
）

下
君
田
１
８
２
８
（
農
業
）

高
萩
市
青
少
年
相
談
員
と
し
て
街
頭

補
導
、
相
談
活
動
に
あ
た
り
、
青
少
年

健
全
育
成
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
市
社
会
教
育
委
員
と
し

て
、
社
会
教
育
の
振
興
の
た
め
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
る
。

渡
部
和
世
さ
ん
（
卿
）

有
有
町
２
の
１
０
１
（
主
婦
）

加
年
余
に
わ
た
り
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
家
庭
婦
人
の
ス

ポ
ー
ヅ
愛
好
心
の
養
成
と
体
力
向
上
に

貢
献
し
て
い
る
。
￥

現
在
も
、
有
明
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
主
将
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。

助
け
合
い
グ
ル
ー
プ

常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
。

た
び
た
び
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
催
し
、
そ
の
益
金
を
社

る
0

市報は毎月5日発行しておりますので早めに各家庭に回るようご協力願います

一

市
民
ほ
う
賞



蕊;i (2)
》

岬

州

一

口

匂

口

Ｊ

ＬＩＪ

き
鯨
》

は
澱
“

１

咋

力
“
た
》
》

報
１
が

市
蕊

”
（
《
騨
砕
狸
月
加
日
１
１
月
、
日

卯
姉
抄
牝
岬
嘩

騨
一
事
故
を
呼
ぶ
、
酒
は
飲
む
ま
い
、
飲

伽
確
辛溌
必
ま
す
ま
い

”
姉
一
輔
蕊
県
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
関
係
団

簿
一
体
の
協
力
を
得
て
昭
和
印
年
狸
月
加
日

”
”
》
榊
擬
か
ら
昭
和
凱
年
１
月
加
日
ま
で
の
期
間

》
拝
碑燃
》
「
年
末
、
年
始
の
飲
酒
運
転
追
放
運
動

ｆ
●
●

●
。
ｄ

分
り
凸

●
Ｇ
令
。

。
●
■

？
◆
●

の
◆
令

◆
？
？

●
ひ
凸

◆
◆
◆

Ｏ
Ｏ
Ｂ

Ｇ
◇
。

４
。
■

Ｐ
Ｇ
ひ

炉
〃
。

◆
少
●

◇
◆
凸

◇
０
０

●
令
尹

◆
令
６

○
夕
凸

●
り
ひ

◆
◆
▲

◆
の
◆

ﾛ◆●･●◆●G●●◆●●｡◆●0◆D4O
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年
末
年
始
の

飲
酒
運
転
追
放
で
明
る
い
家
庭
を

火
災
に

そ
な
え
て

」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
と
く
に
酒
な
ど
を
飲
む
機
会

が
多
い
季
節
に
交
通
事
故
を
起
さ
な
い

よ
う
に
実
施
す
る
運
動
で
す
。

家
族
ぐ
る
み
で
、
あ
か
る
い
職
場
ぐ

る
み
で
年
末
と
お
正
月
を
明
る
く
す
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。こ
の
運
動
の
重
点
実
施
事
項
は

１
家
庭
で
は
、
お
か
あ
さ
ん
や
子
ど

も
が
中
心
と
な
り
飲
酒
運
転
を
や

め
さ
せ
る

２
職
場
で
は
、
会
食
等
が
あ
ら
か
じ

め
予
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
ノ

ｉ
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施
す
る
。

年
末
、
年
始
を
ひ
か
え
、
あ
な
た
の

家
の
防
火
点
検
は
い
か
が
で
す
か
。

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

い
そ
が
し
す
ぎ
て
防
火
点
検
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
心
に
ち
ょ
っ
と
質
問
し
て

ゑ
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
な
た
の
家
が
火
災
に
な
っ
た
ら
連

絡
先
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

○
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
寝
た
ぱ
こ
は

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
消
火
用
具
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す

、
。

ご
）

力

一

ま
せ
ん
か
。

○
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
こ
ど
も

の
手
の
と
ど
か
な
い
よ
う
に
し
て
あ

り
ま
す
か
。

○
災
害
時
の
避
難
先
を
家
族
で
き
め
て

い
ま
す
か
。

ま
だ
ま
だ
チ
ェ
ッ
ク
個
所
は
各
家
庭

に
あ
る
は
ず
で
す
。

○
こ
ど
も
や
お
と
し
よ
り
、
病
人
の
ね
投
票
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
民
体
育
館
で
、
一
一
午
後
７

て
い
る
と
こ
ろ
は
安
全
で
す
か
。

○
お
出
か
け
前
も
う
一
度
火
の
も
と
を
時
訓
分
か
ら
開
票
が
行
な
わ
れ
、
午
後

ｎ
時
、
証
人
の
候
補
者
の
中
か
ら
泌
人

た
し
か
め
て
い
ま
す
か
。
‐

の
新
し
い
市
議
会
議
員
が
き
ま
り
、
こ

○
ガ
ス
の
ゴ
ム
管
に
亀
裂
が
で
き
て
い
れ
か
ら
４
年
間
、
市
政
の
進
展
の
た
め

”
火
事
と
救
急
は
”
１
１
９
番
へ

ま
た
平
日
に
お
い
て
も
安
全
運
転

管
理
者
は
、
飲
酒
運
転
の
追
放
の

周
知
徹
底
を
は
か
る
。

３
料
理
飲
食
店
や
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な

ど
で
は
車
の
運
転
者
に
酒
を
提
供

し
な
い
運
動
を
推
進
す
る
。

ア
、
一
声
運
動
の
実
施

イ
、
車
の
鍵
を
あ
ず
か
る
運
動
の

実
施

４
関
係
機
関
、
団
体
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
飲
酒
運
転
追
放

の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
。

市
議
会
議
員
選
挙
一
語
引
一

投
票
率
側
・
伽
％
翌
〆
ノ
ー
’
１
１
１

市
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
ｎ
月
９
日
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
（
山
手
地

１
０
八
り
八
１
１
Ⅱ
Ｏ
Ｉ
０
ｊ
Ｉ
Ｖ
０
Ｊ
区
は
午
後
４
時
）
ま
で
市
内
弱
ヵ
所
の

一
一 市の人口5年間で1,434人増

10月1日に行なわれました国勢調査は承なさ

んのご協力を得まして無事終了いたしました。

この調査による市の集計人口及び世帯数が、

このほど県より公表がありましたのでお知らせ

いたします。

今回の数字は、後日総理府統計局において公

表する数字と異なる場合があります。

世 帯

『

各投票所別状況〆

曽催;投票人員
1，497 1，379
1，454 1，295
3，457 3，153

７４７

区分
投票区

高萩第r
高萩第2
高萩第3
高萩第4
駒木原
安良川
石 滝

島 名
秋 山
秋山下
北 方
福 平
上手綱矛1
上手綱第2
上手綱第3
下手綱
高戸第1
高戸第2
赤 浜
若 栗
横 川
下君田
上君田
大 能

中戸川

淑巍謡綱１２浜栗川田田能川

投票率

１
１
２
７
４

■
■
⑤
申
■

２
９
１
８
３

９
８
９
８
９

－

92．1

89．1

91．2

88，．7

93．4
４
１
４
４
７
２
５
５
２
７
６
７
０
１
７
５
２
９
９
０
雪
５
０
０

９
５
５
６
１
６
９
６
９
２
５
３
１
９
８
５
０
９
３
９
７
２
６
５
２
３

４
４
４
７
３
４
４
９
２
５
２
６
３
２
０
３
５
３
２
２
３
１
２
４

，
，
，
夕
Ｆ
７

Ｃ
ヴ
リ
ロ

■

１
１
３
１
１
２
１
１
１
１

89．3

94.9

92．3

91．6

87．4

88．8

93．8

90．3

92.4

94，4

91．3

91．0

91．6

92．2

93．5

95．0

91．7

95.8

97．4

93．2

1，04

４
４
１
，
９

６
２
０
６

５
２
２
４

７
７
９

１
１
２

６
９
８
５
１
３
５
６
７
５
７
４
０
８
６
１
４
５
０
１

４
８
１
４
１
５
３
２
９
２
５
３
２
２
３
１
２
５

７
Ｐ

９

１
１
９
１

３
３
９
５
０
７

昭和50年|昭和45年 ’ 昭和45年～50年増減
増加数 ｜増加率(％）

8,52‘ ’ ？,60’ ｜ ”4 1 ］z，
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、
男
１
０
，
４

３
０
人
、
女
１
１
，
０
０
０
人
と
前
回

（
妬
年
）
の
選
挙
よ
り
１
，
５
２
３
人

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
投
票
率
は
、
身
近
な
選
挙
と

あ
っ
て
、
男
が
蛇
・
蛇
・
ハ
ー
セ
ン
ト
、

女
が
蛇
・
認
・
〈
－
セ
ン
ト
で
全
体
で
、

瓢
・
“
・
〈
１
セ
ン
ト
と
政
治
意
識
が
向

上
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
選
さ
れ
た
方
々
の
紹
介
は

次
の
と
お
り
で
す
。

十

調
輌
軸
手
毒
辱
君
君
戸
｜
三
．

“
一
凸
里
邑
孝
一
、
ニ
ー
可
Ｊ
－
ｒ
可
二
、
こ
』
一
日
乱
↓
、
《
三
や
寸
斗
へ
ロ 計

６
１
９
４
７
９
６
５
０
５
１
５

０

人 口

昭和45年～50年増減昭和50年

総数｜ 男 ｜ 女
30,982 L5,141115,84｣

増加数 〔増加率％）

4．9｜
’

1．434

昭和45年

示
29,5"'14,439 15,1091-’ 9| 21 ’一一

梱』
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50年第3回臨時議会

あたらしい市議会

構成きまる

蕊

蕊
議長大部薫

新しく誕生した市議会議員を紹介しましよう。

名前の◎は常任委員長○は常任副委員長です。 （敬称略） 副議長小山政男

総 務 委 文教厚生委員会
に可

貝 会 ｛

隷可澱
鱗

》

715

ノ

可

識

蕊
ー=

灘
堅

福. Jﾛ

蕊

I

◎吉田．秀吉 ○大和田知之 北畠暢男 ○近藤孝一 小田木真一

I

I
鍵
赤城博 篠原新一郎

・ 経‘済 委 員

鱗蕊；

蕊蕊
副

司

Ⅱ

Ⅱ

脹

叩

肥

』

脹

蟻

騨

肥

“

小

胆

礎

弱

却

却

叩

印

Ⅱ

．

：

眼

埆

『

叩

》
』

蕊
I

鷺

■

石井昭春
一

寺岡七郎 鈴木徳樹
一へ一一

渡辺賢太郎

会 建 会
三ﾉL

丘又 委 員

灘
大部勝央

Pr J

蕊

全
員
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

ｆ
、
Ｊ
１
則
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
＃
、
Ｊ
ｈ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｑ
Ｊ
１
ｊ
１
‘
ｆ
、
ｊ
１
１
ｌ
１
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こ
の
議
会
は
、
改
選
後
の
正
、
副
議

ー

◎根本栄 ○矢代洋三 ◎鈴木 茂 ○鈴木一二大高一雄

常任委員会の仕事
蕊
幟

謹
瀞
織

零

簿

録

鐸

○総務委員会

市の総合的な企画、 税務、消防

など他の委員会に属さない事項
一

郷土行男 安村 鈴木一徳男 鈴木好之実 ついて審議します。に

○文教厚生委員会

市民の保健衛生、福祉、教育な

どについて審議します。

長
や
、
４
つ
の
常
任
委
員
会
、
監
査
委

員
な
ど
を
選
任
す
る
こ
と
を
主
と
し
た

も
の
で
す
。
ト

式

会
議
は
、
最
年
長
の
小
山
政
男
議
員

（
鎚
歳
）
が
正
式
の
議
長
が
決
ま
る
ま

で
臨
時
議
長
を
つ
と
め
議
席
を
指
定
し

た
あ
と
、
正
、
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

高
萩
市
を
代
表
す
る
議
長
に
は
、
投

票
の
結
果
、
大
部
薫
氏
（
無
所
属
）
副

議
長
に
は
、
小
山
政
男
氏
（
無
所
属
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

正
、
副
議
長
を
選
ん
だ
あ
と
、
常
任

委
員
の
選
任
に
は
い
り
上
表
の
と
お
り

総
務
、
文
教
、
経
済
、
建
設
の
４
つ
の

委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
が
き
ま
り

ま
し
た
。

議
長
に
大
部
薫
氏

副
議
長
に
小
山
政
男
氏

を
選
出

ｎ
月
９
日
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

よ
っ
て
、
新
し
く
誕
生
し
た
市
議
会
議

員
に
よ
る
臨
時
市
議
会
は
、
ｎ
月
”
日

○経済委員会

市の農林、畜産、商工観光事業

などについて審議します。

○建設委員会

市の道路、水道など建設事業に

ついて審議します。
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冬
の
体
力
づ
く
り
で
若
さ
と
、
健
康

そ
し
て
美
容
に
と
市
民
体
育
館
で
は
、

次
の
よ
う
な
催
し
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
１
月
Ⅳ
日
と
型
日

午
後
１
時
訓
分
市
役
所
前
集
合

所
十
王
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

人
員
先
着
帥
名

対
象
小
学
生
４
年
以
上
と
一
般

参
加
費
小
・
中
学
生
２
０
０
円

高
校
一
般
３
０
０
円

（
参
加
費
は
い
ず
れ
も
１
回
の
費
用
で

靴
代
は
含
ま
れ
な
い
）

申
込
み
日
１
月
６
日
１
週
日
ま
で

参
加
費
は
当
日
受
付
に
て
徴
収

小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
承
認

が
必
要
で
す

日

成
人
式
は
市
民
体
育
館
で
渥月１

成
人
さ
れ
る
人
た
ち
の
た
め
に
国
旗
こ
の
時
間
は
ヤ
マ
ハ
専
属
ピ
ア
ニ
ス

を
掲
げ
て
祝
福
し
ま
し
よ
う
。
卜
に
よ
る
ピ
ア
ノ
及
び
エ
レ
ク
ト
ー
ン

ー
場
所
高
萩
市
民
体
育
館
の
独
奏
会
を
行
な
い
ま
す
。

２
受
付
９
時
訓
分
１
ｍ
時
訓
分
３
開
式
、
時
如
分
中
学
生
の
プ
ラ

野
蕊
識
雛
鐵
‐
鯛
式
Ⅲ
吟
細
。

ス
バ
ン
ド
に
よ
る
祝
福
が
あ
り
ま
す

ロ
二
宮
↑
二
呈
冒
》
ご
｜
ヨ
ロ
・
国
二
一
雪
ロ
ロ
ロ
筐
ロ
ロ
ロ
目
一
・
琶
口
向
ロ
ロ
三
言
畠
。
二
写
。
。
ｐ
三
一
・
・
口
。
亘
亭
ロ
」
ロ
三
一
・
畠
三
一
“
ロ
ロ
三
一
・
ロ
・
三
号
炉
二
三
．
“
国
辱
三
一
壷
ロ
ロ
＆
“
ロ
』
ご
畠
刀
甚
凸
・
皇
壽
ロ
ロ
・
三
】
Ｐ
皇
・
・
一
三
言
□
・
一
三
一
・
・
口
壼
耳
，
。
。
三
一
口
。
争
当
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
体
力
づ
く
り
を

○
市
民
ス
キ
ー
教
室

日
時
１
月
配
日
ｌ
諏
日
の
３
日
間

弱
日
午
前
５
時
駅
前
（
西
口
）

発
、
幻
日
午
後
８
時
清
の
予
定

場
所
猪
苗
代
ス
キ
ー
場

宿
泊
磐
梯
ロ
ッ
ジ
泊

人
員
先
着
妬
名

対
象
一
般
市
民
で
学
生
は
の
ぞ
く

参
加
費
９
，
５
０
０
円

申
込
み
日
１
月
６
日
Ｉ
四
日
ま
で

○
親
子
ス
キ
ー
教
室

日
時
第
１
次

１
月
釧
日
１
２
月
１
日

第
２
次

２
月
７
日
１
２
月
８
日

第
１
、
第
２
次
と
も
午
後
１
時

駅
前
（
西
口
）
発
、
午
後
８
時

帰
着
の
繁繁
〃
卦
グ

名
刺
交
換
会

昭
和
別
年
の
新
年
名
刺
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
お
申
し
込
象
く
だ
さ
い

と
き
副
年
１
月
５
日
午
前
ｎ
時

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

会
費
５
０
０
円
（
当
日
に
支
払
）

申
し
込
み
先
市
役
所
市
長
室

申
込
象
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
を
は

が
き
に
書
い
て
廻
月
晦
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
猪
苗
代
ス
キ
ー
場

宿
泊
民
宿
や
ま
き
屋
泊

人
員
先
着
詔
組
、
妬
名

対
象
小
、
中
学
生
と
親

参
加
費
７
．
５
０
０
円
（
親
子
）

申
込
承
日
第
１
、
第
２
次
と
も
に

１
月
哩
日
ｌ
狙
日
ま
で

○
婦
人
健
康
体
操
教
室

対
象
家
庭
婦
人
２
教
室
印
名

日
時
１
月
瓢
日
１
２
月
週
日
ま
で

毎
週
火
曜
、
金
曜
午
前
、
時

か
ら
亜
時

内
容

①
体
操
（
徒
手
、
柔
軟
、
補
強

運
動
）

②
ポ
ー
ル
運
動

③
リ
《
ズ
ム
運
動

④
軽
ス
ポ
ー
ツ
（
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
）

⑤
体
力
づ
く
り
、
美
容
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

申
込
み
方
法
と
会
費

血
月
濁
日
ま
で
会
費
３
０
０
円
を

添
え
て
直
接
申
込
詮
く
だ
さ
い
。

高中の科学研究

最優秀作品に入賞

高萩中の鈴木義信君3年

葛山清光君（3年）矢内俊

裕君（3年）下山田和郎君

（3年）は、 「高萩市の水の

分析」を3年継続して研究

し「第19回日本学生科学

賞」の県審査で悪ごと最優

秀作品にA賞_ LI '央審査へ

出品することになりました

中
央
公
民
館
・
市
体
育
協
会
が

文
部
大
臣
よ
り
表
彰

文
部
省
で
、
高
萩
市
中
央
公
民
館
と
１
シ
の
普
及
に
あ
た
り
、
家
庭
ぐ
る
象
一

高
萩
市
体
育
協
会
が
文
部
大
臣
よ
り
表
の
ス
ポ
ー
ツ
に
活
動
し
貢
献
し
た
た
め
一

こ
れ
は
、
社
会
教
育
と
社
会
体
育
の
ま
た
、
中
央
公
民
館
は
、
高
令
者
学
一

彰
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
。

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
た
め
で
、
と
く
に
級
、
講
座
、
婦
人
学
級
な
ど
公
民
館
運

体
育
協
会
は
、
訂
年
か
ら
妬
の
専
門
部
営
が
社
会
教
育
に
幅
広
く
活
動
さ
れ
た

の
体
育
指
導
を
つ
く
り
、
細
か
く
ス
ポ
た
め
で
す
。

保
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全国身障者スポーツ大会

小野絹子さん大会新2つ

¥11回全国身体障害者スポー

ツ大会が11月8日、 9日の2日

間三重県で行なわれ県代表と

して、小野絹子(17歳）さん

（上手綱166）が出場し、 ソ

フトボール投げで優勝、水泳

25籾自由形では2位と、 とも

に大会新記録の成績でした

高
中
北
関
東
中
学
野
球
大
会
に
優
勝
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11月3日土浦市営球場において第4回北関東

少隼2部新人野球大会が開催され埼玉、栃
木､群馬､茨城から各1チームが出場県代
表地元高萩中野球部は、決勝で栃木県代表
壬生（みぶ）中と対戦4対1で敗りみ､ごと優
勝しました。
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